外に もァ— テイストが 六 人もゐ るんで すから ね、 殊に 

技術の 点になる と、 実に 念入りな もんでした。 

くし 

「お 髪 はこの 通りの 型で よろしう ございます かご 私 

が 鏡の 前の 白い きれ を かけた 上等の i: 子に 座った とき、 

一 人の ァ— テイストが 私に たづね ました。 

「え、 ご 私 は 外の こと を考 へながら ぼんやり 返事 を 

しました。 すると その ァ ー テイスト は 向 ふで 手の あい 

て ゐるー 一人の ァ— テイスト を 指で 招きながら 云 ひまし 

た。 

「ど うだらう。 お 客 さま はこの 通りの 型で い、 と 仰つ 

しゃる が、 君た ちの 意見 はどう だいご 



二人 は 私のう しろに 来て、 しばらく じっと 鏡に うつ 

る 私の 顔 を 見て ゐ ましたが、 そのうち 一人の ァ— ティ 

ストが、 白 服の 腕 を 胸に 組んで 答へ ました。 

あご 

「さあ、 どうかね、 お 客 さまのお 顎が 白くて、 それに 

おとな 

円くて、 大 へん 温和し くい らっしゃ るんだ から、 や は 

りォ— ル バックよ リは ネオ グリ ー クの 方が 調和が い、 

ぢ やない かな。」 

ぼく 

「うん。 僕 もさう 思 ふね。」 も 一 人 も 同意し ました。 

ちょ つ と 

私の 係 リのァ —テイストが もちろんと いふ やうに 一 寸 

笑って、 私に 申しました。 

「いかく でございます、 た y いまのお 髪の 型より は、 



ネオ グリ— クの 方が お 顔と 調和いた します やうで ござ 

I ます 力 」 

「さう です ね、 ぢ やさう 願 ひませ うか ご 私も叮 寧に 云 

ひました。 それ はこの 人た ちが みんな 芸術家な から 

〔# 「なから」 は ママ U です。 

さて、 私の 頭 はずん ずん 奇麗に なり、 気分 も大 へん 

やす 

直りました。 これなら、 今夜よ く 寝んで、 あした は マ 

リオ 農学 校、 マリオ 工学 校、 マリオ 商学 校、 三つ だけ 

視て 歩いても 大丈夫 だと 思って、 気 もちよく 青い 

う もき ばち 

植木鉢 や、 ァ ー テイストの 白い 指の 動く の や、 チヤ キ 

チヤ キ 鳴る 鋏 の 銀の 影 を ながめて 居りました。 



「アム モ ニアニ ％ 液」 と 親方が 落ち着いて 答へ ました。 

「アム モニァ は 利かない つて、 今朝の 新聞に あった 

ぢ やない かご 紳士 は 椅子から 立ち あが つ て 親方に 詰 

め 寄りました。 この 紳士 は 桃色の シャツでした。 

「どの 新聞で ご覧です ご 親方 は 一 層 落ちついて 答へ 

ました。 

「^ i ハトブ 日日 新聞 だ ご 

「それ は 間違 ひです。 アム モニァ の 効く こと は 県の 衛 

生 課長 も 声明して ゐま すご 

「あてに ならん さ ご 

「さう です か。 とにかく、 だいぶ 腫れて 参った やうで 



に 何の 責任 もな いんだ ご 

紳士 は、 渋々、 又 椅子に 座って、 

「おい、 早く あと を やって しまって 呉れ 早く ご と 云 ひ 

ました。 そして、 しきりに 変な 形に なって 行く 顔 を 気 

にしながら、 残りの 半分の ひげ を 剃らせて ゐ ました。 

私の 方の ァ ー テイスト は、 しきりに 時計 を 見ました _ 

むやみ 

そして 無暗に 急ぎ ました。 

まるで 私の 顔な ど は、 二十 五 秒ぐ らゐで 剃って し 

かみそり すべ 

まった のです。 剃刀が スキ— を やる やうに 滑る のです _ 

その 技術に は 全く 感心し ましたが、 又よ ほど 恐かった 

のです。 



ひました。 

「持って来い。 持って来い。 あかりが 消えてから ぢゃ 

遅い や ご 親方が 云 ひました。 

そこで その子 供の 助手が、 アセチレン 燈を 四つ 運び 

出して、 鏡の 前になら ベ、 水 を 入れて 火 をつ けました。 

ま 5J 

烈しく 鳴って、 アセチレン は 燃え はじめた のです。 そ 

の 時です。 あちこちの 工場の 笛 は 一斉に 鳴り、 子供ら 

は 叫び、 教会 やお 寺の 鐘まで 鳴り 出して、 それから 電 

燈 がすつ と 消えた のです。 電燈 のか はりの アセチレン 

で、 あたりが すっかり 青く 変り ました。 

それから 私 は、 鏡に 映って ゐる 海の 中の やうな、 青 



りして ゐ ました。 

校長が、 みんな を 呼ばう としたの を、 私 は 手で 止め 

て、 そっと そのうし ろに 行って 見ました。 やっぱり 

ど くが りんぷん 

毒蛾の 話です。 多分 毒蛾の 鱗粉 を 見て ゐ るの だと 私 は 

思 ひました。 

「中軸 は あるに はあり ますね ご 

「その 中軸に、 酸が あるの ぢ やないです かご 

「中軸が 管に なって、 そこに 酸が あって、 その 先端が 

皮膚に ささ つ て、 折れた とき 酸が 注ぎ込まれ ると いふ 

んで すか。 それなら 全く 模型 的です がね ご 

「しかし さう でない とも 云へ ないで せう。 た V 中軸が 
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